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鰍の顯鮒の板w］　2z　tz・・槻・から・・勘柵濾き，内の1？・鮒の季噺にi壷魔．，る

と板切1枚分の察き間が掛来る。此の板押れを持ち上けないで察趣間を利用してX枚づxずε♪せ，任

意の順騨並べたものから加・服下へ特号順に並べ変えるパヅルがある。春の磯画翻畑蓉え

た。

先づ此の1徽の札と室き開の位概1よどんな順序からでも所簸の1欝に並べ変え得るかどうかカミ問廠

になる。　　　　　　　，

室醐㈱号で＊幡馴蝋を（暁書く・箱の繊並べる｛・之邸上の1行統から・，a‘，・3e　ttと

次の2行国蛛から5・6・7，8と以下剛蜘こ柵な附ける。1から1随の柵が附く勲こなるが，幡

の位置を〔i）で衷わす銀にする。

最初枷城る順序で並べられてある・一般性な失わずt＊が〔1（3〕に准ると蒋え儲。＊OP隣りに

在る札をずらせ＊の位置に持つて男幡鰍，粘その札との測戴翫2・ば，札を並ぺ変え礁作は

＊と或る札との互換を幾回かやる講であゐ。此の操作の後，＊がもとの位置1ユ6〕にもどつたとすれ

ば騒の回数は偶数回である事｝熔易に証明される。札の糟こ並られて泌域る順腰位概の番号順

tlこ1列に並べて順列と獣れ々ボ，撫喚えられ顯列が偶1酬である時しか琳の順列（ユ，2，……，

15）に並べ変える察が田来ない。

　訳に偶順列であれば必ず基本の順列に並べ変え偲るかどうかを論じよ5。

購〔1〕と〔2〕yは〔1〕と〔4〕の如く相隣る2つの位置は距離が1であると豪い，〔1〕と

〔3〕又は〔1〕と〔5〕の如き齪巨離が2であると云い，…一・・…，〔1〕と〔1のの如きは距rlkが6

であると訟うo

　定理1　＊の位置と寄数の距離に在る札（のは他の位置を変えずに・llとIEIkする事が出来る。勿

論操作の途中では他の札の位置も動力けのであるが最後には他の札壱撮初の雌でorと（のtin一が

位置を交換して居る様に出来る事である。

　距離が1の揚合・姫離が3で桂馬飛びの揚合，同じく距離は3で直綜上の揚合，距離が5の揚合に

分ければ容易に証明娼来る。

定理2＊が〔1e）〕tzr－・（11）カミ〔11〕に在る・（11）以外の2枚のli・L（a），（～・）は（11）以外の他

の札の位置を変えず互換する事が出来る。但しそのとき（11）は1〔16〕に来る，’1’　1’ま〔11〕に来る。

＊が〔11〕に・（11）が〔16〕セこ在る揚合も（11）を〔11〕に動かす事によつて，（a），（b）を互換す

る事が出来る。

　証明　i）（の，（b）が共に〔16〕と奇数の賄離彰こ在る揚合。

　（・）と〔1e，〕・（a）と〔1・〕・（ゐ）と〔11〕，（b）と〔16〕は共に奇撚蜘確るから順環的に

定理1を使つて置き換えればよい。

　ii）　（α），　（b）が共に〔16〕と｛禺数距離に在る場合，

〔16〕崎数聯雌碓意の札（のを擁醸する・（・）と・を礁する・任意の可能蝋
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④（＊（。），（b），（。），（11））と・を醸する。；1：　L（の，（・）と・1・　｝（のと＊，（ゐ）と：㌧

（c）と＊，（のと＊，（11）と・1㌔（c）と・｝㌔（‘～）と＊1をll贋次に互換S一オtばよいo

　iii）　（α）カミ〔16〕と奇数星巨｝雛，　（b）力竃〔16〕と｛禺数星巨寓1勧こ在る揚合o

（ゐ）と・，（。）と・，（。），（b），（11）以外の可能な任意の札ωと・ll　）（11）と＊，（・），（’）・

（1ユ），（。）以外の可能な任意の札（cl）と・，ωと・，（11）と＊r（のと＊，　（b）と＊，（のと

＊を順次に互換すればよい。証明終り。

　最初札と＊が任意の位置に在る　一般性な失わず＊が〔16〕，（1）が〔1：・L〕に在ると仮建するQ

それで他の札力隅順列に並んで居るとすれば｛騰回の互換で所定の順列柵る。此の時惣！隈柚D

て互換をやるとすれば，偶数回（11）は位置を変えCl1〕1にもどる。故に偶順列は必ず所定の順列に

並べ変え得る。

此の問題を一般化して，…－1放の枇並べ変焔同種のパヅルで鹸く同様の方法鋼嚇鄭・

得る。更に。・－1枚の札斡度et立休に並べ翻に於け胴毬の・・ヅル端え得る・それ雛臨一1靴

して伽次元室間に於てるパヅルを考える。とれ等な鰍に醗理1の証明法鯛んとか蹴ねばな

らない。此所では問題をi腿出して置くのに留めるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1952－5）


